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◆
１
月
◆

13　

国
有
林
土
場
等
活
用
委
託
販
売
初
市

�

（
木
曽
署
）

13　

�

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
（
森
林
作
業
道

作
設
指
針
等
説
明
）
実
務
担
当
者
会
議

�
（
〜
14
中
部
局
）

31　

森
林
作
業
道
作
設
指
針
等
事
業
体
説
明
会

�
（
松
本
市
）

◆
２
月
◆

3　

中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会�

（
中
部
局
）

18　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

�

（
中
部
局
）

21　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

28　

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
伝
達
表
彰

�

（
名
古
屋
事
務
所
）

◆
３
月
◆

12　

長
野
県
北
部
地
震
発
生

　
　

被
災
地
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
確
認�

（
栄
村
）

13　

栄
村
へ
の
物
資
支
援
開
始�

（
中
部
局
）

15　

�

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
物
資
搬

送�

（
中
部
局
）

18　

奈
良
井
・
贄
川
合
同
森
林
事
務
所
新
築

�

（
木
曽
署
）

22　

柿
ヶ
下
公
務
員
宿
舎
新
築�

（
東
濃
署
）

23　

�

戸
隠
森
林
植
物
園
保
護
管
理
協
議
会
と
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
定
を
締
結

�

（
中
部
局
）

25　

岐
阜
森
林
管
理
署
庁
舎
新
築�

（
岐
阜
署
）

29　

�

高
山
市
一
色
・
山
中
山
地
域
森
林
整
備
推

進
協
定
締
結�

（
飛
騨
署
）

◆
４
月
◆

1　

国
際
森
林
年
記
念
分
収
造
林
契
約
締
結

�

（
中
部
局
）

13　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
研
修
担
当
者
会
議

�

（
林
野
庁
）

19　

�

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
実
務
担
当
者
会

議�

（
〜
20
中
部
局
）

20　

主
任
安
全
衛
生
管
理
者
等
会
議　

�

（
〜
21
中
部
局
）

20　

経
営
係
長
会
議�

（
〜
21
中
部
局
）

22　

平
成
二
十
三
年
度
事
業
概
要
記
者
発
表

�

（
中
部
局
）

26　

治
山
設
計
説
明
会�

（
〜
27
）

28　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
北
信
署
）

29　
「
み
ど
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
11
」
開
催

�

（
瀬
戸
市
）

◆
５
月
◆

21　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」
開
催�

（
南
知
多
町
）

21　
「
岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り
」
開
催

�

（
下
呂
市
）

22　
「
全
国
植
樹
祭
５
周
年
記
念
植
樹
」

�

（
下
呂
市
）

　
　
「
愛
知
県
植
樹
祭
」�

（
知
多
市
）

23　

木
曽
谷
森
林
計
画
区
現
地
検
討
会

�

（
〜
25
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
管
内
）

26　

技
術
開
発
委
員
会�

（
中
部
局
）

26　
「
と
や
ま
森
の
祭
典
」
開
催�

（
朝
日
町
）

◆
６
月
◆

６　

会
計
実
施
検
査�

（
〜
10
）

11
「
長
野
県
県
植
樹
祭
」
開
催�

（
塩
尻
市
）

16　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

19　

三
六
災
害
五
十
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

（
飯
田
市
）

20　

長
野
林
政
協
議
会
総
合
委
員
会

�

（
中
部
局
）

20　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
20
中
信
署
）

�

（
21
〜
24
木
曽
署
）

21　

流
域
管
理
調
整
官
会
議

�
（
〜
22
木
曽
署
管
内
）

23　

�

上
高
地
ワ
ラ
ビ
沢
崩
壊
国
道
一
五
八
号
線

通
行
止
め�

（
松
本
市
）

29　

富
山
県
林
政
協
議
会�

（
富
山
市
）

29　

国
有
林
観
光
施
設
協
議
会
総
会�

（
長
野
市
）

◆
７
月
◆

１　

全
国
安
全
週
間

４　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
４
南
木
曽
支
署
）

�

（
５
〜
６
飛
騨
署
）

�

（
７
岐
阜
署
）

�

（
11
〜
15
東
信
署
）

�

（
26
〜
27
愛
知
所
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
開
講�

（
森
技
セ
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
始
ま
る�

（
下
呂
市
）

４　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 

①

�

（
〜
8
岐
阜
署
）

10　

穂
の
国
「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
」
植
樹
祭

�

（
愛
知
所
）

11　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

�

（
中
部
局
）

11　

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
開
講�

（
森
技
セ
）

二
〇
一
一
年　
主
な
出
来
事

被災状況の確認に向けヘリで出発

木の暖かさ・美しさ・力強さをコンセプトとした
岐阜署新庁舎が完成

全国に先駆けて准フォレスター研修を開講
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4
／
16　

里
山
整
備
除
伐
作
業

�

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

５
／
14　

里
山
整
備
除
伐
作
業

�

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

５
／
20　

遊
歩
道
チ
ッ
プ
敷
き
作
業�

（
木
曽
署
）

５
／
25　

金
華
山
登
山
道
周
辺
整
備�

（
岐
阜
署
）

６
／
8　

御
岳
原
生
林
遊
歩
道
整
備�

（
岐
阜
署
）

７
／
８　

下
刈
作
業�

（
東
濃
署
）

８
／
３　

伝
統
工
芸
の
森
下
刈
り
作
業

�

（
南
木
曽
支
署
）

９
／
10　

間
伐
作
業�

（
北
信
署
）

９
／
28　

遊
歩
道
整
備
作
業�

（
東
濃
署
）

10
／
13　

里
山
整
備
除
伐
作
業�

（
愛
知
所
）

10
／
13　

広
葉
樹
植
え
付
け
作
業

�

（
名
古
屋
・
愛
知
所
）

11
／
12　

除
伐
２
類
作
業�

（
愛
知
所
）

２
／
６　

野
鳥
観
察
会�

（
愛
知
所
管
内
）

３
／
14　

シ
イ
タ
ケ
菌
打
ち
体
験�

（
名
古
屋
所
）

６
／
11　

ほ
た
る
観
賞
会�

（
愛
知
所
管
内
）

11
／
５　

生
産
現
場
見
学�

（
愛
知
所
管
内
）

12
／
10　

リ
ー
ス
作
り
体
験�

（
名
古
屋
所
）

二
〇
一
一
年
に
実
施
し
た

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
等

11　

林
道
専
用
道
研
修
始
ま
る�

（
下
呂
市
）

11　

高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会�

（
中
部
局
）

14　

岐
阜
県
林
政
連
絡
会
議�

（
岐
阜
市
）

15　

愛
知
県
林
政
連
絡
会
議�

（
名
古
屋
市
）

19　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 

②

�

（
〜
22
岐
阜
署
）

30　

シ
カ
と
狩
猟
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

（
諏
訪
市
）

◆
８
月
◆

1　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅰ
︱ 
③

�

（
〜
5
岐
阜
署
）

4　

�「
学
校
林
・
遊
々
の
森
」
全
国
子
ど
も
サ

ミ
ッ
ト
in
信
州�

（
〜
５
松
本
市
）

8　

�

稗
田
山
崩
れ
一
〇
〇
年
事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム�

（
小
谷
村
）

14　

�

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
森
検
証
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム�

（
長
野
市
）

15　

�

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
植
樹
祭

�

（
飯
綱
高
原
）

26　

教
職
員
森
林
環
境
教
育
研
修
会�

（
瀬
戸
市
）

29　

上
高
地
ケ
シ
ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
植
物
群
落
保

　
　

護
林
現
地
検
討
会�

（
中
信
署
管
内
）

◆
９
月
◆

1　

中
部
森
林
管
理
局
総
合
防
災
訓
練

�

（
中
部
局
）

6　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

15　

�

名
古
屋
・
長
野
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
現
地
視

察�

（
〜
16
飛
騨
署
）

15　

�

安
曇
野
ま
つ
か
わ
馬
羅
尾
高
原
郷
土
の
森

（
あ
が
り
こ
サ
ワ
ラ
）
現
地
検
討
会

�

（
中
信
署
管
内
）

20　

平
成
二
十
二
年
度
決
算
概
要
等
の
公
表

�

（
中
部
局
）

25　
�

台
風
12
号
災
害
に
伴
い
「
山
地
災
害
対
策

緊
急
展
開
チ
ー
ム
」
の
一
員
と
し
て
職
員

を
派
遣�

（
〜
30
奈
良
県
）

29　

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
Ⅱ
︱ 

①

�

（
〜
30
岐
阜
署
）

30　

�

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
連
絡
推

進
会
議�
（
〜
１
松
本
市
）

◆
10
月
◆

１　

全
国
衛
生
週
間

１　

�

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
対
策
に
係
る
応
援

派
遣�

（
宮
城
県
）

６　

�「
斜
面
防
災
対
策
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
＇11
」

in
富
山�

（
富
山
市
）

７　

�

第
一
回
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
現
地
検

討
会�

（
飛
騨
署
管
内
）

11　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
〜
14
岐
阜
署
）

25　

治
山
現
地
検
討
会�

（
〜
27
）

29　

�

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

�

（
東
濃
署
管
内
）

30　

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

�

（
南
信
署
管
内
）

◆
11
月
◆

２　

木
材
工
事
等
の
木
材
講
習
会�

（
松
本
市
）

５　

地
域
住
民
と
の
森
林
計
画
懇
談
会

�

（
愛
知
所
管
内
）

７　

森
林
施
業
現
地
検
討
会

�

（
〜
8
木
曽
署
・
南
木
曽
支
署
管
内
）

７　

�

中
部
森
林
管
理
局
有
志
協
議
会
連
絡
協
議

会�

（
松
本
市
）

８　

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

�

（
8
富
山
署
）

�

（
14
〜
15
中
信
署
）

�

（
30
東
濃
署
）

10　

森
林
管
理
署
長
等
会
議�

（
中
部
局
）

29　

講
演
会
「
列
状
間
伐
の
考
え
方
と
実
践
」

　
　

信
州
大
学
農
学
部　

植
木
教
授�

（
松
本
市
）

◆
12
月
◆

13　

第
二
回
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
検
討
会

�

（
中
部
局
）

全国子どもサミット2日目の自然散策（記念写真）

現地検討会の様子（中信署）

名古屋シティ・フォレスター事業森林ふれあい講座

下刈作業を行う隊員
（南木曽支署管内）
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北信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

風景紀行
「犬山・八曽自然休養林」

75
）

81

しろ うま だけ

本
の
滝
が
日
本
の
滝
百
選
の
一
つ
「
米
子
大
瀑

布
」
で
す
。

　

四
阿
山
、
根
子
岳
の
深
山
幽
谷
を
源
流
に
流

れ
落
ち
る
こ
の
二
本
の
滝
の
一
方
を
「
権
現
滝

（
男
滝
）七
十
五
㍍
」、
も
う
一
方
を
「
不
動
滝

（
女
滝
）八
十
五
㍍
」
と
言
い
、
権
現
滝
は
水
量

が
多
く
轟
音
と
と
も
に
豪
快
に
落
ち
る
様
子
が

男
性
的
で
、
不
動
滝
は
水
量
が
少
な
く
霧
状
に

流
れ
落
ち
る
姿
が
女
性
的
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
滝
が
有
名
な
の
は
、
日
本
有
数

の
「
夫
婦
滝
」
の
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
の
瀑
布
周
辺
の
紅
葉
も
す
ば
ら
し

く
、
赤
や
黄
色
に
色
づ
く
頃
は
ひ
と
き
わ
美
し

い
自
然
を
見
に
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

こ
の
滝
の
直
下
近
く
に
は
、
修
験
者
の
水
行

の
霊
場
「
米
子
不
動
尊
奥
の
院
」
が
大
瀑
布
を

背
負
っ
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
夏
に
は
滝
に
打

た
れ
る
白
装
束
の
行
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

浦
倉
山
山
麓
標
高
一
、五
○
○
㍍
付
近
は
か
つ

て
鉱
山（
米
子
鉱
山
）で
し
た
。
寛
保
年
間
頃
、

米
子
村
の
竹
前
権
兵
衛
氏
が
こ
の
鉱
山
の
硫
黄

を
当
時
の
幕
府
に
売
り
、
そ
の
資
金
を
用
い
て

米
子
新
田
の
開
拓
を
行
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
明
治
に
な
り
企
業
に
よ
る
採
掘
が
始
ま

り
、
当
鉱
山
か
ら
須
坂
市
ま
で
全
長
十
四
㌔
㍍

の
索
道
が
架
け
ら
れ
硫
黄
や
蝋
石
の
生
産
が
昭

和
三
十
五
年
の
閉
山
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
角
に
大
瀑
布
展
望
に
絶
好
な
平
坦
な

場
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
鉱
山
関
係
者

の
生
活
の
跡
地
で
、
学
校
や
社
宅
、
診
療
所
が

あ
り
、
硫
黄
の
需
要
が
増
大
し
た
第
二
次
世
界

大
戦
当
時
に
は
千
五
百
人
が
生
活
し
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
子
大
瀑
布
近
く
に
は
駐
車
場
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
米
子
不
動
尊
奥
の
院
︱
大
瀑
布
︱
米
子

鉱
山
跡
地
と
巡
る
こ
と
が
で
き
る
遊
歩
道
も
あ

り
二
時
間
程
で
周
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
根
子
岳
︱
四
阿
山
に
登
る
登
山
道
も

あ
り
、
鬱
蒼
と
し
た
カ
ン
バ
の
森
を
と
お
り
根

子
岳
に
向
か
い
ま
す
。
登
山
道
か
ら
鉱
山
の
坑

道
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
、
毎
年
六
月
に

は
有
志
に
よ
る
登
山
道
の
整
備
が
行
わ
れ
ま

す
。
前
述
の
米
子
大
瀑
布
直
上
か
ら
根
子
岳
、

四
阿
山
並
び
に
浦
倉
山
に
か
け
て
の
米
子
山
国

有
林
（
管
理
面
積
一
、八
六
三
㌶
）
は
、
昭
和

三
十
八
年
に
保
安
林
と
し
て
整
備
す
る
た
め
国

が
買
い
入
れ
た
森
林
で
、
水
土
保
全
林
、
森
林

と
人
と
の
共
生
林
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
イ

ヌ
ワ
シ
の
生
息
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
大
型

鳥
類
生
息
地
保
護
林
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
ア
ク
セ
ス  

　
（
所
在
地
）
長
野
県
須
坂
市

　

お
車
で
お
越
し
の
場
合

・
上
信
越
自
動
車
道
須
坂
長
野
東
Ｉ
Ｃ
か
ら　

　

五
十
分

・
須
坂
駅
か
ら
四
十
分

※�

十
月
の
土
・
日
・
祝
日
は
マ
イ
カ
ー
規
制
有

り
（
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
）

登山道より四阿山遠望

米子大瀑布（左が権現滝、右が不動滝）

須
坂
市　

米
子
大
瀑
布

 

［
北
信
署
］
須
坂
市
の
南
東
部
、
群
馬
県
境
の

四
阿
山
（
二
、三
五
四
㍍
）、
浦
倉
山
（
二
、
○

九
一
㍍
）
を
始
め
上
田
市
境
の
根
子
岳

（
二
、二
○
七
㍍
）
及
び
奇
妙
山
に
囲
ま
れ
た
こ

の
一
帯
は
、
三
十
四
万
年
前
の
火
山
の
噴
火
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
直
径
三
㌔
㍍
に
も
及
ぶ
カ
ル

デ
ラ
地
形
で
、
そ
の
懸
崖
に
並
ん
で
落
ち
る
二

当時の米子鉱山（資料提供：須坂市　竹前政重氏）


